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◇
第
1
・
第
2
・
第
3
展
示
室

22012. 夏

長
谷
川
等
伯
展

　
～
圓
徳
院
の
「
山
水
図
襖
」
を
中
心
に
～

8
月
11
日
（
土
）
〜
9
月
17
日
（
月
・
祝
）

〔
会
期
中
無
休
〕

　
　
　

　

今
年
も
毎
年
恒
例
の
「
長
谷
川
等
伯
シ
リ
ー
ズ
展
」
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
ご
存
知
の
方
も
多
い
と
は
思
い
ま
す

が
、
ま
ず
は
簡
単
に
等
伯
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
、
そ
れ
か

ら
今
年
の
見
ど
こ
ろ
な
ど
を
ご
案
内
し
ま
す
。

　

長
谷
川
等
伯
（
１
５
３
９
～
１
６
１
０
）
は
能
登
の
守

護
・
畠
山
氏
の
家
臣
・
奥
村
文
之
丞
宗
道
の
子
と
し
て
七

尾
に
生
ま
れ
、
幼
少
の
頃
に
絵
師
で
染
物
屋
も
営
む
長
谷

川
宗
清
の
養
子
に
入
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。
20
歳
代
に
は
信

春
の
名
で
主
に
絵
仏
師
と
し
て
活
躍
、
生
家
の
菩
提
寺
・

本
延
寺
（
七
尾
市
）
の
本
山
・
本
法
寺
を
頼
り
、
33
歳
頃

正
式
に
上
洛
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
時
期
は
狩
野
派

に
学
ぶ
も
、
自
ら
長
谷
川
派
を
興
し
て
狩
野
派
に
対
抗
、

千
利
休
と
も
親
交
を
結
び
、
天
下
人
・
豊
臣
秀
吉
の
御
用

も
務
め
て
活
躍
し
た
、
日
本
を
代
表
す
る
画
家
で
す
。

　

当
館
で
は
こ
れ
ま
で
に
、
国
宝
「
松
林
図
屏
風
」（
東

京
国
立
博
物
館
蔵
）
や
国
宝
「
楓
図
」（
京
都
市
・
智
積

院
蔵
）
を
筆
頭
に
、
数
々
の
文
化
財
を
公
開
し
て
き
ま
し

た
が
、
平
成
22
年
の
等
伯
没
後
４
０
０
年
に
は
東
京
・
京

都
で
も
大
回
顧
展
が
開
催
さ
れ
、
能
登
時
代
も
注
目
を
浴

び
ま
し
た
。
そ
こ
で
当
館
で
は
昨
年
、
能
登
に
現
存
す
る

仏
画
な
ど
を
中
心
に
、
改
め
て
信
春
の
名
で
活
躍
し
た
40

歳
代
前
半
頃
ま
で
の
作
品
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

シ
リ
ー
ズ
17
回
目
と
な
る
今
回
は
、
そ
れ
に
続
く
か
た

ち
で
、
興
味
深
い
逸
話
が
遺
る
51
歳
筆
の
圓
徳
院
（
京
都

市
）
所
蔵
「
山
水
図
襖
」
を
中
心
に
、
信
春
時
代
作
品
や

養
父
の
基
本
作
、
初
公
開
と
な
る
長
谷
川
派
の
作
品
な
ど

17
点
を
公
開
、「
複
製
松
林
図
屏
風
」
な
ど
の
複
製
画
３

点
も
参
考
展
示
し
ま
す
。
是
非
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
！

《
主
な
出
品
作
品
》

※
◎
…
重
要
文
化
財　

□
…
石
川
県
指
定
文
化
財　

△
…
市
町
村
指
定
文
化
財

△
「
毘
沙
門
天
像
」　　

１
幅

　
　
　
　
　
　
　
　

室
町
時
代　

羽
咋
市
・
妙
成
寺
蔵

　

本
図
は
等
伯
作
品
を
所
蔵
す
る
妙
成
寺
に
伝
わ
る
、
作

者
不
詳
の
仏
画
で
す
。
一
昨
年
、
養
父
・
宗
清
の
基
本
作

や
、
養
父
と
等
伯
の
合
作
が
発
見
さ
れ
、
養
父
も
プ
ロ
の

絵
師
で
あ
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
長
谷
川

家
菩
提
寺
・
長
壽
寺
（
七
尾
市
）
所
蔵
の
「
涅
槃
図
」
は
、

養
祖
父
と
さ
れ
る
無
分
筆
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
図
は
一
見
し
て
相
当
の
技
量
を
備
え
た
絵
師
の
筆
と

分
か
り
ま
す
。
吉
祥
天
の
目
の
上
下
の
線
な
ど
、
等
伯
と

は
異
な
る
特
徴
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
甲
冑
や
宝
冠
、
手
の

表
現
な
ど
は
、
明
ら
か
に
等
伯
画
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
。
で
は
、
こ
の
絵
の
作
者
は
一
体
誰
な
の
で
し
ょ

う
か
？
七
尾
初
公
開
作
品
で
す
。

「
海
棠
に
雀
図
」
長
谷
川
信
春
（
等
伯
）　

１
幅

室
町
時
代
末
期　

個
人
蔵　

　

垂
れ
下
る
海
棠
の
枝
に
止
ま
り
、
口
に
く
わ
え
た
虫
を

子
ど
も
た
ち
に
与
え
よ
う
と
歩
み
寄
る
親
雀
、
待
っ
て
ま

し
た
と
ば
か
り
に
口
を
大
き
く
開
け
た
子
雀
た
ち
の
様
子

が
、
な
ん
と
も
微
笑
ま
し
い
作
品
で
す
。

　

今
回
は
、
等
伯
に
直
接
学
ん
だ
可
能
性
が
高
い
長
谷
川

主
殿
筆
で
、
等
伯
も
描
い
て
い
る
雀
や
萱か

ん

草ぞ
う

な
ど
が
描
か

れ
た
屏
風
も
並
べ
て
展
示
し
ま
す
。

◎
「
山
水
図
襖
」
長
谷
川
等
伯　

32
面
（
画
像
は
部
分
）

　
　

天
正
17
（
１
５
８
９
）
年　

京
都
市
・
圓
徳
院
蔵

　

圓
徳
院
が
所
蔵
す
る
「
山
水
図
襖
」
は
、
元
々
大
徳
寺

三
玄
院
の
襖
絵
で
、
等
伯
は
襖
に
絵
を
描
か
せ
て
ほ
し
い

と
和
尚
に
頼
み
ま
す
が
、
禅
寺
の
襖
に
絵
は
不
要
と
断
ら

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
等
伯
は
、
和
尚
の
留
守
中

に
上
が
り
込
み
、
一
気
呵
成
に
描
い
た
と
い
う
の
で
す
。

ま
た
、
こ
の
襖
に
は
も
と
も
と
雲
母
刷
り
の
桐
紋
が
施
さ

れ
て
お
り
、
描
き
に
く
い
は
ず
な
の
で
す
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
断
ら
れ
て
も
描
い
た
等
伯
…
そ
の
積
極
性
と
創
作

意
欲
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
。

　

冬
景
で
は
、
そ
の
紋
様
を
牡
丹
雪
に
見
立
て
て
描
い
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
多
少
余
白
の
多
い
画
面
も
雪
景
色

と
し
て
見
れ
ば
、
絶
妙
の
〝
間
〟
と
な
っ
て
私
た
ち
を
魅

了
す
る
の
で
す
。

　

今
年
、圓
徳
院
様
の「
等
伯
の
郷
里
・
七
尾
さ
ん
は
、き
っ

と
大
切
に
し
て
く
だ
さ
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
有
り
難
い
お

平
成
24
年
７
月
７
日
（
土
）
〜

　
　
　
　
　
　
　
９
月
17
日
（
月
・
祝
）

休
館
日
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い



3 2012. 夏

言
葉
を
受
け
、
32
面
中
半
数
の
16
面
が
今
夏
正
式
に
七
尾

市
（
七
尾
美
術
館
）
寄
託
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
人
の
方
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
郷
里
を
同
じ
く
す
る
七

尾
の
子
ど
も
た
ち
に
も
、是
非
見
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

★
前
・
後
期
表
裏
入
れ
替
え
で
全
32
面
を
公
開
！

「
月
夜
松
林
図
屏
風
」　　

６
曲
１
双桃

山
時
代　

個
人
蔵　

　

国
宝
「
松
林
図
屏
風
」
と
の
関
係
が
注
目
さ
れ
る
、
月

が
描
か
れ
た
「
月
夜
松
林
図
屏
風
」。
東
京
・
京
都
で
の

大
回
顧
展
で
も
話
題
を
呼
ん
だ
こ
の
作
品
、
描
い
た
の
は

一
体
誰
な
の
か
？
等
伯
の
本
画
説
、
弟
子
説
な
ど
様
々
な

見
解
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
国
宝
本
の
所
蔵
先
で
あ
る
東
京
国
立
博
物

館
に
特
別
許
可
を
い
た
だ
い
て
製
作
し
た
、「
複
製
松
林

図
屏
風
」
と
並
べ
て
展
示
し
ま
す
の
で
、
是
非
お
見
逃
し

な
く
！

《
紹
介
作
品
４
点
以
外
の
出
品
作
品
》

△｢

涅　

槃　

図｣ 　
　
　

無
分	

七
尾
市
・
長
壽
寺
蔵

△｢
涅　

槃　

図｣ 　
　
　

長
谷
川
藤
原	

穴
水
町
・
来
迎
寺
蔵

　

｢
日
蓮
聖
人
画
像｣ 　
　

長
谷
川
宗
清
（
道
浄
）	

輪
島
市
・
成
隆
寺
蔵

　

｢
宝
塔
絵
曼
荼
羅
図｣ 　

長
谷
川
宗
清
（
道
浄
）	

氷
見
市
・
蓮
乗
寺
蔵

　
「
山　

水　

図
」　 　
　

長
谷
川
信
春
（
等
伯
）	

　
　

個
人
蔵

　

｢

鬼
子
母
神
十
羅
刹
女
像｣ 

長
谷
川
信
春
（
等
伯
）	

三
条
市
・
本
成
寺
蔵

　

｢

日
経
上
人
画
像｣ 　
　

長
谷
川
信
春
（
等
伯
）	

京
都
市
・
立
本
寺
蔵

□｢

達　

磨　

図｣ 　
　
　

長
谷
川
信
春
（
等
伯
）	

七
尾
市
・
龍
門
寺
蔵

◎｢

列
仙
図
屏
風｣ 　
　
　

長
谷
川
等
伯	

京
都
市
・
壬
生
寺
蔵

　

｢

大
原
御
幸
図
屏
風｣ 　

長
谷
川
久
蔵	

東
京
国
立
博
物
館
蔵

　

｢

花
鳥
図
屏
風｣ 　
　
　

長
谷
川
主
殿	

個
人
蔵

　

｢

藤
棚
図
屏
風｣ 　
　
　

長
谷
川
派	

個
人
蔵

　

｢

涅　

槃　

図｣ 　
　
　

長
谷
川
派	

七
尾
市
・
霊
泉
寺
蔵

〈
参
考
展
示
〉（
３
点
と
も
当
館
蔵
）

　

｢

複
製
松
林
図
屏
風｣ （
原
本
：
長
谷
川
等
伯
／
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）

　

｢

複
製
日
蓮
聖
人
画
像｣

（
原
本
：
長
谷
川
信
春
（
等
伯
）
／
高
岡
市
・
大
法
寺
蔵
）

　

｢

複
製
鬼
子
母
神
十
羅
刹
女
像｣

（
原
本
：
長
谷
川
信
春
（
等
伯
）
／
高
岡
市
・
大
法
寺
蔵
）

※
会
期
中
、
圓
徳
院
の
「
山
水
図
襖
」
の
み
表
裏
展
示
替
え
。

　

前
期
：
８
／
11
～
８
／
31　

後
期
：
９
／
１
～
９
／
17

　

右
上
の
冬
景
は
前
期
展
示
。
表
紙
の
春
景
は
後
期
展
示
。

　
　

等
伯
展
関
連
催
し
色
々
♪

◆
特
別
講
演
会　
　

 【
聴
講
無
料
】

　

日　

時　

８
月
26
日
（
日
）　

午
後
２
時
～

　

会　

場　

当
館
ア
ー
ト
ホ
ー
ル

　

講　

師　

鈴
木
廣
之 

氏
（
東
京
学
芸
大
学
教
授
）

　

演　

題　
「
等
伯
中
年
期
の
作
品
―
研
究
史
か
ら
―
」

※
ご
聴
講
の
方
全
員
に
、
等
伯
関
連
絵
ハ
ガ
キ
１
枚
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

◆
当
館
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　

 【
要
申
込
・
要
観
覧
券
】

　

日　

時　

９
月
２
日
（
日
）　

午
後
２
時
～

　

会　

場　

当
館
展
示
室

　

定　

員　

20
名
（
先
着
順
）

　
申
込
開
始　

７
月
28
日
（
土
）
午
前
９
時
～

　
申
込
方
法　

電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

七
尾
美
術
館
☎
０
７
６
７
（
53
）
１
５
０
０

　

友
の
会
会
員
先
行
受
付

　
　
　
　
　

７
月
７
日
（
土
）
午
前
９
時
～

◆
等
伯
子
ど
も
な
ん
で
も
ク
イ
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　

 【
参
加
無
料
・
小
中
学
生
対
象
】

　

日　

時　

会
期
中
開
館
時
間
内
随
時

　

会　

場　

当
館
展
示
室

※
毎
年
恒
例
の
子
ど
も
ク
イ
ズ
で
す
。
挑
戦
し
て
等
伯
博
士
に
な

ろ
う
！
全
問
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、
等
伯
関
連
グ
ッ
ズ
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
♪

※
そ
の
他
、
新
グ
ッ
ズ
や
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
の
「
等
伯
展
オ
ス
ス
メ

メ
ニ
ュ
ー
」
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
観
覧
料

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

個　

人

団　

体

一　

般

７
０
０
円

６
０
０
円

大
高
生

３
５
０
円

３
０
０
円



◇
第
３
展
示
室

42012. 夏

　
「
長
谷
川
等
伯
展
」
開
催
を
記
念
し
て
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

シ
ョ
ッ
プ
で
は
新
商
品
が
、
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
で
は
、
七
尾

美
術
館
ス
タ
ッ
フ
と
市
内
の
お
菓
子
屋
さ
ん
で
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
っ
て
生
ま
れ
た
、
ケ
ー
キ
や
夏
の
デ
ザ
ー
ト
が

登
場
！

◆
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
◆

　

等
伯
が
描
い
た
襖
絵
が
ク
リ

ア
フ
ァ
イ
ル
に
な
り
ま
し
た
。

当
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ユ
ニ
ー
ク

な
デ
ザ
イ
ン
で
実
用
的
！
等
伯

作
品
の
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
は
他

に
も
４
種
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
、
受
付
の
陳
列
棚
で
目

に
し
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

で
は
？
新
た
に「
松
林
図
屏
風
」

扇
子
を
今
夏
か
ら
販
売
開
始
。

造
り
も
し
っ
か
り
し
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
の
季
節
に
ぴ
っ
た
り
の
商
品
で
す
。

◆
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
◆

　

等
伯
の
水
墨
画
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
創
作
さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
「
と
う
は
く

ロ
ー
ル
」。
風
味
た
っ
ぷ
り
黒

ご
ま
ク
リ
ー
ム
と
奥
能
登
産
、

幻
の
黒
豆
を
使
用
し
た
き
な
粉

ク
リ
ー
ム
の
２
種
類
が
あ
り
、

ふ
ん
わ
り
し
た
ス
ポ
ン
ジ
は
竹

炭
パ
ウ
ダ
ー
が
入
っ
て
や

さ
し
い
お
い
し
さ
。

　

と
う
は
く
ん
コ
ー
ス
タ
ー

付
の
「
等
伯
コ
ー
ヒ
ー
ゼ

リ
ー
」
は
、
つ
る
ん
＆
ひ

ん
や
り
が
心
地
よ
い
大
人

の
デ
ザ
ー
ト
で
す
。
ぜ
ひ

ご
賞
味
く
だ
さ
い
♪
。

 【
長
谷
川
等
伯
関
連
展
示
情
報
】

　

石
川
県
立
美
術
館
（
金
沢
市
出
羽
町
）
で
は
、
７
月
16

日
ま
で
展
覧
会「
特
別
陳
列　

長
谷
川
等
伯
と
そ
の
周
辺
」

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
展
で
は
、
等
伯
が
「
信
春
」

を
名
乗
っ
て
い
た
能
登
時
代
の
仏
画
や
、
等
伯
４
男
・
長

谷
川
左
近
（
１
５
９
３
～
？
）
の
水
墨
画
な
ど
、
地
元
伝

来
の
作
品
が
展
示
の
中
心
で
す
。

　

そ
し
て
当
館
か
ら
は
、寄
託
作
品
の「
十
六
羅
漢
図
」（
七

尾
市
・
悦
叟
寺
蔵
）
が
出
品
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
墨
を
基

調
と
し
て
所
々
淡
彩
を
施
し
、
羅
漢
や
眷
族
な
ど
を
描
い

た
２
面
か
ら
な
る
仏
画
で
、
室
町
時
代
後
期
頃
、
等
伯
よ

り
や
や
遡
る
時
期
の
制
作
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

本
図
の
注
目
点
は
、
等
伯
が
描
い
た
七
尾
市
・
霊
泉
寺

所
蔵
の
「
十
六
羅
漢
図
」
と
よ
く
似
て
い
る
こ
と
で
す
。

つ
ま
り
、
等
伯
が
霊
泉
本
を
描
く
に
あ
た
り
、
本
図
を
参

考
に
し
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。

　

作
者
に
つ
い
て
は
不
明
で
す
が
、「
長
谷
川
派
」
絵
師

に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
有
力
と
さ

れ
る
の
が
、
等
伯
の
養
父
・
長
谷
川
宗
清
（
１
５
０
７
～

７
１
）
で
、
も
し
も
そ
う
な
ら
ば
、
宗
清
の
数
少
な
い
作

品
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
等
伯
と
密
接
な
つ
な
が
り
を

表
す
貴
重
な
作
例
と
も
な
り
ま
す
。

　

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
親
子
の
作
品
か
も
し
れ
な
い
こ
の
２

点
の
「
十
六
羅
漢
図
」、
会
場
に
は
等
伯
筆
の
霊
泉
寺
本

も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
両
図
を
比
較
し
な
が
ら
ご

鑑
賞
さ
れ
る
の
も
一
興
で
し
ょ
う
。

※
展
覧
会
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
石
川
県
立
美
術
館
に
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
（
☎
０
７
６
―
２
３
１
―
７
５
８
０
）。

モ
ン
ト
レ
ー
・
ジ
ャ
ズ
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
ポ
ス
タ
ー
展

７
月
25
日
（
水
）
～
８
月
５
日
（
日
）

　

七
尾
市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
モ
ン
ト
レ
ー
市
は
、
世
界
３
大
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
１
つ
で
あ
る
「
モ
ン
ト
レ
ー
・
ジ
ャ
ズ
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
（
Ｍ
Ｊ
Ｆ
）」
の
開
催
地
と
し
て
有
名
で
す
。

　

そ
の
モ
ン
ト
レ
ー
市
と
七
尾
市
和
倉
温
泉
観
光
協
会

が
、
ジ
ャ
ズ
を
通
し
て
の
友
好
を
目
的
と
し
て
、
平
成
元

年
に
「
モ
ン
ト
レ
ー
・
ジ
ャ
ズ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

イ

ン 

能
登
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
今
年
も
７
月
28
日
（
土
）

に
七
尾
マ
リ
ン
パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
当
館
で
は
こ

れ
に
あ
わ
せ
、モ
ン
ト
レ
ー
市
か
ら
和
倉
温
泉
観
光
協
会
・

和
倉
温
泉
旅
館
協
同
組
合
へ
寄
贈
さ
れ
た
、
Ｍ
Ｊ
Ｆ
ポ
ス

タ
ー
50
枚
を
展
示
・
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
１
９
６
３
年
か
ら
95
年
ま
で
の
間

に
ア
メ
リ
カ
の
作
家E

A
R

L N
E

W
M

A
N

氏
が
、
著
名

な
ジ
ャ
ズ
・
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
演
奏
す
る
姿
や
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
に
、
リ
ト
グ
ラ
フ
の
技
法
で
制
作
し

た
も
の
で
す
。

　

ジ
ャ
ズ
の
本
場
な
ら
で
は
の
、
躍
動
感
溢
れ
る
表
現
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い

　
　

 

※
観
覧
料
は
「
池
田
文
夫
氏
の
情
熱
」
展
と
共
通
料
金
で
す
。

等伯コーヒーゼリー　400円

「1963年　Joe Gordon」

「十六羅漢図」
七尾市・悦叟寺蔵

( ２面のうち)

とうはくロール　350円
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第
71
回
七
尾
港
ま
つ
り
協
賛

池
田
文
夫
氏
の
情
熱

～
絵
画
・
彫
刻
・
工
芸
‐「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
名
品
～

７
月
７
日
（
土
）
～
８
月
５
日
（
日
）

　

七
尾
市
出
身
の
実
業
家
・
池
田
文
夫
氏
（
１
９
０
７
～

８
７
）
が
蒐
集
し
た
美
術
品
で
あ
る
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョン
」。

　

経
済
人
と
し
て
事
業
に
う
ち
込
む
一
方
で
、
美
術
品
を

こ
よ
な
く
愛
し
た
氏
が
精
魂
を
込
め
て
求
め
続
け
た
、
幅

広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
陶
磁
器
や
漆

工
と
い
っ
た
工
芸
を
中
心
と
し
て
、
日
本
画
や
彫
刻
な
ど

と
あ
わ
せ
て
計
２
０
４
点
が
、
現
在
当
館
に
所
蔵
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
内
容
・
点
数
と
も
に
所
蔵
品
の
中
核
を
な
す
も
の

で
あ
り
、
当
館
開
館
以
来
重
要
な
作
品
と
し
て
紹
介
し
て

き
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
よ
り
、
絵
画
や
彫

刻
、
工
芸
な
ど
様
々
な
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
作
品
を
通
し
て
、
氏
が
美
術
品
蒐
集
に
込
め
た
「
熱
き

情
熱
」
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

◆
地
域
別
で
み
る
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

　

①
岐
阜
県
ゆ
か
り
の
作
品

　

池
田
文
夫
氏
は
、
岐
阜
県
大
垣
市
を
活
動
の
拠
点
と
し

て
い
ま
し
た
。
従
っ
て
、「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
は

同
地
方
ゆ
か
り
の
作
品
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
筆
頭
格
と
い
え
る
の
が
、「
美
濃
焼
」
と
い
わ
れ

る
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
美
濃
地
方
で
制
作

さ
れ
た
、
一
連
の
や
き
も
の
で
す
。

　
「
美
濃
焼
」
は
「
黄
瀬
戸
」「
瀬
戸
黒
」「
志
野
」「
織
部
」

に
分
類
さ
れ
、
い
ず
れ
も
日
本
を
代
表
す
る
や
き
も
の
と

し
て
著
名
な
存
在
で
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
約
40
点
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
作
品
に
は
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
白
眉
で

も
あ
る
「
黄
瀬
戸
六
角
盃
」
を
筆
頭
に
、「
志
野
」「
織
部
」

の
茶
碗
や
鉢
、
向
附
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

か
ら
は
、
制
作
さ
れ
た
当
時
の
多
彩
な
文
化
が
窺
わ
れ
ま

す
。

　

近
現
代
作
品
の
絵
画
で
は
、
虎
を
得
意
と
し
て
迫

力
あ
る
動
物
画
を
描
い
た
大
橋
翠
石
（
１
８
６
５
～

１
９
４
５
）、
晩
年
悠
々
自
適
に
活
動
し
、「
画
壇
の
仙
人
」

と
い
わ
れ
た
熊
谷
守
一
（
１
８
８
０
～
１
９
７
７
）、
歴

史
画
で
名
を
馳
せ
、
大
和
絵
の
新
し
い
表
現
を
追
求
し
た

前
田
青
邨
（
１
８
８
５
～
１
９
７
７
）
な
ど
、
そ
し
て
工

芸
で
は「
志
野
」「
瀬
戸
黒
」を
現
代
に
蘇
ら
せ
た
陶
芸
家
・

荒
川
豊
蔵
（
１
８
９
４
～
１
９
８
５
）
と
い
っ
た
、
岐
阜

県
ゆ
か
り
の
重
要
な
作
家
た
ち
の
作
品
が
充
実
し
て
い
ま

す
。

　

②
石
川
県
ゆ
か
り
の
作
品

　

池
田
氏
の
出
身
地
で
あ
る
石
川
県
関
連
の
作
品
が
多
い

こ
と
も
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
特
徴
で
す
。
氏
は
大
垣
に
移

住
し
た
後
も
七
尾
に
対
し
て
多
大
な
貢
献
を
行
っ
て
お

り
、
昭
和
59
年
に
は
七
尾
市
名
誉
市
民
に
推
挙
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
だ
け
故
郷
へ
の
想
い
が
強
か
っ
た
、
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
故
郷
ゆ
か
り
の
作
品
が

加
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、そ
の
反
映
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

作
品
と
し
て
は
工
芸
が
中
心
で
、
古
美
術
作
品
で
は
江

戸
時
代
後
期
に
加
賀
地
域
な
ど
で
制
作
さ
れ
た
「
再
興
九

谷
」や
、加
賀
藩
の
ブ
ラ
ン
ド
と
も
な
っ
た「
加
賀
象
嵌
鐙
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
一
方
近
現
代
作
品
は
、
初
代
魚
住
為

楽
（
１
８
８
６
～
１
９
６
４
）
や
前
大
峰
（
１
８
９
０
～

１
９
７
７
）、
大
場
松
魚
（
１
９
１
６
～
２
０
１
２
）
を

は
じ
め
と
し
た
、
石
川
県
の
工
芸
界
に
大
き
な
足
跡
を
残

し
て
い
る
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
（
人
間
国
宝
）
な
ど

の
作
品
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

む
ろ
ん
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
他
に
も
和
歌
山
の
「
根

来
塗
」
や
京
都
の
「
楽
焼
」
な
ど
、
地
域
色
豊
か
な
作
品

が
目
白
押
し
で
す
。
そ
れ
は
、池
田
氏
の
幅
広
い
見
識
と
、

何
よ
り
も
美
術
品
に
注
い
だ
深
い
愛
情
の
証
と
い
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
グ
ッ
ズ
は
い
か
が
で
す
か

　「
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
」、「
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
冊
子
」
の
ほ
か
、

本
展
に
あ
わ
せ
新
グ
ッ
ズ
も
登
場
予
定
で
す
の
で
、
こ
の
機

会
に
ど
う
ぞ
。

◇
観
覧
料

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

個　

人

団　

体

一　

般

３
５
０
円

２
８
０
円

大
高
生

２
８
０
円

２
２
０
円

「金魚図」大橋翠石

「織部梅花角台付向附」

「色絵山水図平鉢　吉田屋窯」

ポストカード　各100円

コレクション冊子　各500円

「
砂
張
鉦
」　

初
代
魚
住
為
楽
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第
71
回
七
尾
港
ま
つ
り
協
賛

第
18
回　

七
尾
美
術
作
家
協
会
展　
　

　
　
　
　

７
月
14
日
（
土
）
～
16
日
（
月
・
祝
）

　
　
　
　

最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

　

協
会
員
96
名
が
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
、
書
、

写
真
の
６
部
門
に
わ
た
り
近
作
を
展
示
発
表
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。

主　

催　

七
尾
美
術
作
家
協
会
（
会
長 
吉
田
隆
）

連
絡
先　

七
尾
美
術
作
家
協
会
事
務
局　

橋
本
義
則

　
　
　
　

☎
０
７
６
７
（
53
）
３
０
１
１

第
17
回　

七　

尾　

日　

創　

展　
　

　
　
　
　

７
月
19
日
（
木
）
～
22
日
（
日
）

　
　
　
　

初
日
は
午
後
１
時
か
ら

　
　
　
　

最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

　

公
募
に
よ
り
県
内
外
か
ら
出
品
さ
れ
た
日
本
画
を
中
心

と
す
る
絵
画
約
60
点
を
展
示
し
ま
す
。
若
さ
あ
ふ
れ
る
作

品
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
の
充
実
し
た
作
品
ま
で
、
個
性
あ
ふ
れ

る
作
品
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

主　

催　

日
創
会
（
代
表　

丹
羽
俊
夫
）

連
絡
先　

三
宅
厚
史　

　
　
　
　

☎
０
７
６
７
（
77
）
１
３
６
８

　

 

文
学
の
絵
展
／
西
の
ぼ
る
「
等
伯
を
描
く
」

　
　
　

―
西
の
ぼ
る
の
絵
仕
事
世
界
―
　
　
　
　

　
　
　
　

９
月
22
日
（
土
・
祝
）
～
10
月
３
日
（
水
）

　
　
　
　

最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

　

※
詳
細
は
本
誌
、
Ｐ
７
上
段
参
照

　
第
10
回
石
川
県
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル

課
題
曲
に
よ
る
公
開
レ
ッ
ス
ン　

　
　
　
　

７
月
８
日
（
日
）

　
　
　
　

開
演　

午
前
10
時
（
予
定
）

　

８
月
11
日
（
土
）、
12
日
（
日
）
に
行
わ
れ
る
ピ
ア
ノ

コ
ン
ク
ー
ル
の
課
題
曲
に
よ
る
公
開
レ
ッ
ス
ン
で
す
。
講

師
は
同
コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委
員
長
、辻
井
雅
子
先
生
で
す
。

聴
講
さ
れ
る
方
に
は
、
課
題
曲
解
説
資
料
を
お
渡
し
し
ま

す
。

入
場
料　

２
，
０
０
０
円
（
資
料
費
込
）

主　

催　

石
川
県
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委

　
　
　
　

員
会

連
絡
先　

同
実
行
委
員
会
事
務
局
（
ミ
ヤ
コ
音
楽
堂
内
）

　
　
　
　

☎
０
７
６
７
（
53
）
０
０
０
１

ピ
テ
ィ
ナ
・
ピ
ア
ノ
ス
テ
ッ
プ　

  
　
　
　
　

７
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　

開
演　

午
前
10
時

　

ピ
テ
ィ
ナ
・
ス
テ
ッ
プ
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
ピ

ア
ノ
を
始
め
た
ば
か
り
の
方
か
ら
指
導
者
ま
で
、
ど
な
た

で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
る
公
開
ス
テ
ー
ジ
で
す
。
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
先
生
を
お
迎
え
し
、
直
筆
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
い

た
だ
け
ま
す
。

主　

催　

全
日
本
ピ
ア
ノ
指
導
者
協
会
（
ピ
テ
ィ
ナ
）

連
絡
先　

平
島
紀
子

　
　
　
　

☎
０
９
０
―
１
１
１
０
―
８
７
２
４

佐
藤
有
希
子
門
下
生
ピ
ア
ノ
発
表
会　
　
　

 

　
　
　
　

７
月
29
日
（
日
）

　
　
　
　

開
演　

午
後
１
時
30
分

　

２
年
に
一
度
の
ピ
ア
ノ
発
表
会
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

ジ
ャ
ン
ル
の
曲
を
、
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
・
ピ
ア
ノ
連
弾
で
演
奏

し
ま
す
。
小
さ
な
ピ
ア
ニ
ス
ト
た
ち
が
奏
で
る
音
を
、
ど

う
ぞ
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

主　

催　

佐
藤
有
希
子
門
下
生

連
絡
先　

佐
藤
有
希
子

　
　
　
　

☎
０
７
６
７
（
54
）
０
９
５
５

　

第
２
回  

大
森
結
城
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
発
表
会 　
　
　

　
　
　
　

８
月
５
日
（
日
）

　
　
　
　

開
演　

午
後
２
時

　

子
ど
も
た
ち
の
日
頃
の
練
習
成
果
を
、
発
表
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
か
わ
い
ら
し
く
、
楽
し
く
、
一
生
懸
命
踊
り

ま
す
。
皆
様
方
に
も
、
ご
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た

ら
う
れ
し
い
で
す
。
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

主
催
・
連
絡
先

　
　
　
　

大
森
結
城
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ

　
　
　
　

☎
０
７
６
７
（
53
）
０
４
６
９

山
本
祐
未　

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
　
　   

　
　
　
　

９
月
23
日
（
日
）

　
　
　
　

開
演　

午
後
２
時

　

お
気
軽
に
聴
き
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

♪ 

曲
名

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
：
ソ
ナ
タ
第
23
番
「
熱
情
」、リ
ス
ト
：

３
つ
の
演
奏
会
用
練
習
曲
よ
り
、
シ
ョ
パ
ン
：
ス
ケ
ル

ツ
ォ
第
２
番
、
そ
の
他
。

入
場
料　

５
０
０
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）

主
催
・
連
絡
先

　
　
　
　

山
本
祐
未

　
　
　
　

m
ail

：yum
i0132@

hotm
ail.co.jp

　
　
　
　

☎
０
９
０
―
６
２
７
０
―
０
１
３
２

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料



市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
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９
月
22
日
（
土
・
祝
）
～
10
月
３
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

※
最
終
日
の
み
午
後
４
時
ま
で

　

画
聖
・
長
谷
川
等

伯
の
姿
を
、
同
じ
能

登
出
身
の
画
家
、
西

の
ぼ
る
氏
が
生
き
生

き
と
描
き
ま
し
た
。

安
部
龍
太
郎
作
、
新

聞
連
載
小
説『
等
伯
』

の
た
め
に
制
作
し
た

挿
し
絵
の
原
画
作
品

を
展
示
し
ま
す
。『
等

伯
』
で
は
昨
年
は
七
尾
時
代
、
今
年
は
京
都
時
代
と
、

天
下
の
絵
師
と
し
て
の
波
乱
に
満
ち
た
等
伯
の
生
涯
を

描
き
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
展
の
た
め
に
能
登
各
地

を
取
材
し
て
制
作
し
た
「
能
登
松
林
図
」
百
枚
も
展
示

し
ま
す
。

　

会
期
中
、
公
開
制
作
と
し
て
西
氏
が
墨
絵
「
松
林
図

屏
風
」
を
描
き
、
作
家
・
安
部
龍
太
郎
氏
が
画
賛
を
書

き
入
れ
て
『
等
伯
』
の
世
界
を
完
成
さ
せ
ま
す
。

　

挿
絵
画
家
・
西
の
ぼ
る
の
絵
仕
事
世
界
展
も
開
催
し

ま
す
。
氏
は
装
丁
原
画
、挿
し
絵
な
ど
数
多
く
の
歴
史
・

時
代
小
説
の
世
界
を
描
い
て
い
ま
す
。
緻
密
な
時
代
考

証
、
繊
細
な
筆
使
い
、
濁
り
の
な
い
日
本
の
伝
統
的
な

色
彩
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

主　

催　

等
伯
誕
生
の
地
Ｐ
Ｒ
事
業
支
援
委
員
会

連
絡
先　

七
尾
市
文
化
課　

作
井

　
　
　
　

☎
０
７
６
７
（
53
）
８
４
３
７

  

印
鑰
神
社
の
文
化
財
２
点
が
七
尾
へ
里
帰
り
し
ま
し
た

　

こ
の
度
、印
鑰
神
社
（
七
尾
市
）
が
所
有
す
る
絵
画
「
印

鑰
明
神
垂
迹
図
」（
県
文
）
お
よ
び
「
三
千
仏
画
像
」（
市

文
）
の
２
点
が
、
無
事
修
復
を
終
え
て
久
方
ぶ
り
に
七
尾

へ
帰
還
し
、
当
館
に
寄
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

両
図
は
室
町
時
代
の
制
作
と
い
わ
れ
、
と
も
に
縦
横
そ

れ
ぞ
れ
１
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
大
幅
で
す
。「
印
鑰
明
神

垂
迹
図
」
は
、
国
府
の
「
公
印
」
と
倉
庫
の
「
鍵
」
を
神

格
化
し
た
印
鑰
神
を
中
心
に
、
周
囲
に
女
神
や
四
天
王
な

ど
を
配
し
た
奈
良
時
代
以
来
の
古
い
様
式
を
持
つ
垂
迹

画
。
荒
神
が
一
緒
に
描
か
れ
る
の
が
特
異
で
す
。

　

一
方
「
三
千
仏
画
像
」
は
、
平
安
時
代
頃
よ
り
宮
中
な

ど
で
行
わ
れ
た
懺
悔
の
会
式
「
仏
名
会
」
の
本
尊
画
像
で
、

３
千
（
現
状
で
は
約
２
千
）
も
の
仏
が
細
か
く
描
き
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
３
幅
形
式
が
多
い
「
三
千
仏
図
」
の
中
で
、

本
図
は
珍
し
い
１
幅
形
式
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

記
録
で
は
江
戸
時
代
に
一
度
修
復
さ
れ
た
よ
う
で
す

が
、
そ
の
後
の
時
間
経
過
で
傷
み
が
進
行
、
石
川
県
立
美

術
館
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
今
回
、
作
品
を

管
理
す
る
印
鑰
神
社
奉
賛
会
や
氏
子
の
皆
様
の
ご
尽
力
に

よ
り
修
復
、
見
事
な
状
態
に
復
帰
し
た
の
で
す
。

　

修
復
を
記
念
し
て
、
奉
賛
会
主
催
に
よ
り
５
月
27
日
、

印
鑰
神
社
に
て
記
念
式
典
と
一
般
公
開
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
氏
子
以
外
へ
の
大
々
的
な
公
開
は
初
め
て
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
一
般
公
開

に
は
約
２
０
０
人
も
の

方
々
が
訪
れ
、
関
心
の

高
さ
を
窺
わ
せ
ま
し

た
。

　

今
後
、
当
館
で
は
こ

れ
ら
の
貴
重
な
文
化
財

を
大
切
に
保
管
し
、
展

覧
会
の
中
で
公
開
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

第
13
回　

石
川
県
七
尾
美
術
館
友
の
会

　
　
　
　
　
　
　

 

「
鑑
賞
の
旅
」
の
ご
案
内

　

今
回
は
「
国
宝
・
松
本
城
と
芸
術
＆
紅
葉
を
楽
し
む
旅
」

を
テ
ー
マ
に
信
州
・
長
野
方
面
へ
行
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
天
下
の
名
城
『
松
本
城
』
へ
。
黒
漆
塗
り
と

白
漆
喰
の
外
壁
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
際
立
つ
美
し
い
お
城

で
「
築
城
技
術
の
結
晶
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
ち
り
ば
め
ら

れ
て
い
る
」
と
言
わ
れ
る
５
重
６
階
の
城
内
部
も
見
学
し

ま
す
。

　

次
に
、
日
本
で
最
も
古
い
小
学
校
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る

明
治
時
代
創
建
の
国
指
定
重
要
文
化
財
『
旧
開
智
学
校
』

を
見
学
。

　

昼
食
後
、バ
ス
で
移
動
し『
安
曇
野
ち
ひ
ろ
美
術
館
』へ
。

絵
本
作
家
の
い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
は
、
そ
の
半
生
を
綴
っ
た

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
が
今
夏
公
開
さ
れ
、
再
び
話
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
こ
か
懐
か
し
く
、
心
癒
さ
れ
る
ち

ひ
ろ
作
品
に
会
い
に
行
き
ま
せ
ん
か
？

　

バ
ス
の
窓
か
ら
は
、
秋
の
紅
葉
が
楽
し
め
る
頃
♪
皆
様

か
ら
の
お
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
日　
　

程　

10
月
14
日
（
日
）【
貸
切
バ
ス
利
用
・
日
帰
り
】

　
　
　
　
　
　

午
前
６
時
出
発
、
午
後
９
時
頃
帰
着
。

◆
見
学
予
定
地
（
長
野
県
）　

　

松
本
城
、
旧
開
智
学
校
、
安
曇
野
ち
ひ
ろ
美
術
館
な
ど

◆
参　
加　
費　

１
０
，
０
０
０
円

※
バ
ス
代
・
見
学
料
・
昼
食
代
・
旅
行
傷
害
保
険
料
込
。
友
の
会
会

員
以
外
の
方
は
右
記
参
加
費
に
１
，０
０
０
円
（
友
の
会
年
会
費
）

加
算
と
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ご
入
会
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
定
員　

先
着
25
名
（
対
象
は
原
則
と
し
て
成
人
）

◆
申
込
期
間　

７
月
７
日
（
土
）
～

　
　
　
　
　
　

※
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り

◆
申
込
方
法

　

参
加
費
を
ご
持
参
の
う
え
、
当
館
受
付
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
！

一般公開日は大勢の方々で賑わいました

入
場
無
料挿し絵「等伯」の画



855　石川県七尾市小丸山台１丁目１番地
TEL(0767)53-1500 ／ FAX(0767)53-
6262

石川県七尾美術館だより 第 20号（冬号）
〒926-0855　石川県七尾市小丸山台１丁目１番地
TEL(0767)53-1500 ／ FAX(0767)53-6262
http://nanao-art-museum.jp

石川県七尾美術館だより 第70号（夏号）

平成24年度 春の展覧会予定

　平成24年９月22日（土・祝）～10月28日（日）

　平成24年11月９日（金）～12月16日（日）　会期中無休

◆第１展示室  「草花づくし」
　四季折々で様々な姿をみせてくれる自然の草花。そのいとなみは私たちに大き
な感動を与え、いにしえより美術工芸品の意匠にも盛んに取り入れられてきまし
た。本展では「池田コレクション」など当館所蔵品より、草花が表現された作品
を紹介します。

◆第２展示室  「日本画家・中町 進展」
　中町進氏（1930 ～　）は石川県輪島市出身の日本画家。若年時より画家を志し、
黒・青・赤と作風を変化させながら、静寂に満ちた自然のうつろいや、郷愁をそ
そる街の風景を描き続ける一方で、石川県美術界の牽引や後進の指導にも大きな
役割を果たしています。本展では氏の様々な作品を展示し、その画業を紹介しま
す。

◆第１・２・３展示室  

「2012イタリア・ボローニャ国際絵本原画展」
　毎年、イタリアの古都ボローニャで子どもの本のためのイ
ラスト（５枚１組）を審査するコンクールが開催されていま
す。本展では世界中からの応募作品より選ばれた入選作品、
19カ国72作家のバラエティ豊かで個性溢れる作品を紹介しま
す。また、特別展示として、35歳以下の同コンクール入選者
から選出される「SM出版賞」を受賞したペイジ・チュー（台
湾）の絵本デビュー作『鉛の兵隊』の原画を、過去のボローニャ
展入選作品や新作とともに展示します。印刷された絵本から
は感じることのできない原画の魅力をお楽しみください。
　会期中、ボローニャ・ラガッツィ賞受賞絵本や入選作家
の絵本を展示、絵本アニメ上映会や絵本作り子どもワーク
ショップなども開催します。

飛行機……能登空港から能登有料道路利用約45分
車…………金沢から能登有料道路利用約１時間15分
タクシー…JR七尾駅から約５分
徒歩………JR七尾駅から約20分
市内循環バスまりん号
　　　　…JR七尾駅前「ミナ．クル」ビル裏バス停から西回り「七尾美術館前」下車
ななおコミュニティバスぐるっと7
　　　　…JR七尾駅５番乗り場から西コース「小丸山台１丁目」下車

7月〜9月

◆7月　２～６, ９, 17, 23, 30

◆8月　６～10

◆9月　18～21, 24

◎次号・第71号（秋号）は10月１日発行予定です。

「織部銀杏形香合」
（池田コレクション）

「午後」中町 進

『マックとかあさんグマ』
ジェリー・ターリー（イギリス）


